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１　はじめに
　附属小学校では，１年生からネイティブ・スピーカーの発音を聞くという経験を繰り返し行う
ようなカリキュラムを開発してきています。そこで，簡単な英単語や会話を聞き取ることができ，
チャンツ（リズムに乗せて英文を歌のように練習すること）やゲームのような活動を好み，教師
やＡＬＴ（ネイティブの外国語指導助手），友達と進んでかかわり，楽しみながらコミュニケーショ
ンを図ろうとする場面が多く見ることができるようになってきました。また，これまでの外国語
活動を通して，日本と外国の言葉や表現の仕方，文化の違いなどに興味や関心を高めようとする
子どもの姿も多く見られます。しかし，学んだ英語表現を生かして尋ねたり答えたりする場面で
は，自信のなさや恥ずかしさからか，声が小さくなったりアイコンタクトができなかったりする
様子も一方では見られます。また，日常的に英語に慣れ親しんだり，外国の人と交流したりして
いる子どもは，ごく一部というのが現状です。
　今回，大学の佐々木雅子先生より，「オーストラリアのセイントピーター＆ポール小学校の５
年生とインターネット電話サービス『スカイプ』を活用してリアルタイムで遠隔交流学習を行い
ませんか。」というお話をいただきました。今までの外国語活動では，ＡＬＴとのかかわりの中
で英語表現に触れてきましたが，ネイティブの同じ年齢の小学生と交流するという活動は，これ
までにはありませんでしたので，外国語活動に対する子どもたちの興味・関心をより一層引き出
すことにつながる貴重な機会になると判断をしました。また，自分の英語が交流の相手に通じた
ときの成功体験は，これまで学習してきたことへの満足感・成就感につながります。その一方で，
自分の英語が相手に通じなかったとき，相手に自分の思いをもっと上手に伝えたいという必要感
や学ぶ意欲をかき立てることにもなります。その際，今まで慣れ親しんだ英語表現とともに，非
言語表現（ジェスチャー，絵他）なども活用しながら，交流相手とコミュニケーションを図ろう
とする態度も育むことが期待できると考え，遠隔交流学習を行うことを決めました。
　学級の子どもたちにこの遠隔交流学習の企画を伝えたところ，驚きとともに笑顔がこぼれまし
た。あまりピンとこない子どももいたようですが，「楽しそう」「交流してみたい」「実際にオー
ストラリアに行ってみたい」というように遠隔交流学習に前向きな声が多く出され，この実践に
子どもたちの期待と共に，学級が一丸となって，取り組むことになりました。
　以下には，その実践の様子を紹介すると共に，このような遠隔交流学習の成果と課題について
も述べたいと思います。
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3２　オーストラリアの小学生との遠隔交流学習
　この実践は，附属小学校の５年生の１クラスで，2013 年 11 月 2 日〜 11 月 27 日の間に，全体
を７時間で行う外国語活動の単元として計画され，実際にスカイプを用いた遠隔交流学習を行っ
たのは，単元の６時間目である 11 月 21 日です。
　単元全体への導入では，オーストラリアの小学生と交流することを伝え，どのように交流して
いくかを話し合う場を設けました。これは，異なる言語や文化をもつ人々への興味・関心を高め
ることを促すとともに，活動の見通しをもたせることを目的としました。
　子どもたちと話し合い，遠隔交流学習では「Who	am	I ？」クイズを行うことにしました。そ
れは，双方向のやり取りが上手に行われるようになると，子どもたちが考えたからです。具体的
には，自分の好きなものなどを記述した「プロフィールカード」をあらかじめ交流相手に送付し
ておきます。当日は，「I	like	〜」などの英語表現や簡単な日本語表現を使い，本校の子どもがカー
ドに記述したものと同じような内容を話します。その際，先方の子どもたちは，事前に送られた
カードを見ながら短いスピーチ話を聞き，その内容から話している人はだれかを当てるというも
のです。さらに，クイズの最後に，相手から英語でコメントや質問をもらう場面を設定しました。
これを双方から行うものです。
　ここで，教師側が意図したことは，子どもたちが何とかして相手の質問に答えようとして，友
達と協力しながら試行錯誤し，コミュニケーションを図ろうとする姿を期待したものです。
３　スカイプを活用した授業の様子（本時の様子）
　まず，オーストラリアの小学生が電子黒板に映し
出されると子どもたちから歓声が沸き上がりまし
た。手を振ったり，英語であいさつしたりと，コミュ
ニケーションを図る子どもの姿がました。
　次に，代表の子どもがあいさつをし，すぐに，「Who	
am	I？」クイズを始めました。既習の英語表現やジェ
スチャー，写真や実物を提示し，グループごとにク
イズを出題しました。自分たちの英語表現が相手に伝わったとき，グループで喜び合い，満足感
にあふれた笑顔を見せていました。クイズの最後に，オーストラリアの小学生から英語でコメン
トや質問をもらう場面の設定により，何とかしてその質問に答えようと，友達と協力しながら試
行錯誤する子どもの姿がどのグループにおいても見られました。今まで慣れ親しんだ英語表現と
共に，ジェスチャーなどの非言語表現も用い，楽しみながら英語でコミュニケーションを図るこ
とができました。
　活動を通してもっと英語の力をつけたいという気持ちが，子どもたちの表情や授業後のふり返
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4時間 学習活動 教師の主な支援
１
２
（1）	交流内容について話し合い，
活動の見通しをもつ。
（2）	オーストラリアについて知る。
（3）	プロフィールカードを作成する。
・	交流するオーストラリアへの関心が高まるよ
うに，学校の映像や写真などを提示する。
・	交流相手にプロフィールが伝わりやすくする
ために，イラストで表すように促したり，英
語表現をアドバイスしたりする。
３
４
５
（1）	既習の英語表現を確認する。
（2）	「Who	am	I ？」クイズの英語
表現をＡＬＴと確認する。
（3）	ＡＬＴや留学生と「Who	am	
I ？」クイズの練習をする。
・	今までの学習が想起できるように，「I	can 〜」
「I	like	〜」「I	want	to	〜」など既習の表現を
提示する。
・	分からない英語表現がないように，ＡＬＴに
発音の仕方を確認する。
・	交流がスムーズにできるように，模擬的に交
流している状況を作り，実際に会話をする場
を設定する。
・	双方向のやり取りが行われるように，最後に
交流相手からコメントや質問をもらう場面を
設定する。
６
本時
７
（1）	「Who	am	I ？」クイズをする。
（2）	ビデオレターを交流相手に送る
ために自己紹介の練習をする。
（3）	ビデオレターを撮影する。
・	仲間との対話を通して，質問やコメントに応
答していくように促す。
・	自己紹介の内容で，分からない英語表現につ
いては助言する。
ねらい：	既習の英語表現を用い，交流相手へのプロフィー
ルカードを作成する。
ねらい：	教師や友達と進んでかかわりながら，積極的にコ
ミュニケーションを図ろうとしている。
ねらい：	既習の英語表現を用いながら，進んで交流しよう
とする。自分の英語が交流の相手に通じたときの
成功体験と喜びを通して，英語でコミュニケーショ
ンをすることの楽しさに気付く。
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5りから感じ取ることができました。このように，ス
カイプを活用してのリアルタイムでの遠隔交流学習
は，子どもたちに英語の楽しさと学ぶ意欲を高める
ことができました。
○子どもたちの振り返りの記録から
　・	今日はオーストラリアの小学生と交流して，仲
良くなれた気がします。オーストラリアの小学
生の英語は速かったです。
　・	初の交流で緊張して言葉が出ませんでした。ジェ
スチャーもできなかったけれどいい経験になっ
たので，またやりたいなと思いました。
　・	実際にオーストラリアの小学生と交流すると，
相手の人たちも積極的に話してきてくれたので，
前はできなかったスマイルもできました。写真
やイラストを使って説明したので相手も理解してくれました。楽しかったです。
　・	最初は，不安でいっぱいでしたが，オーストラリアの小学生に英語が通じたし，意味が分か
らないときはみんなが教えてくれたのでうれしかったです。
４　遠隔交流学習による成果と課題
　自分たちと同学年であるオーストラリアの小学生と英語を使ってコミュニケーションを図る活
動は，普段の学習では得ることができない貴重な体験になりました。特に，子どもたちは，リア
ルタイムで交流し，今まで学習してきた英語表現を使いながら楽しく活動していました。自分の
英語表現が相手に通じたという感覚は，相手がネイティブかつ同年齢，そして，即時応答のある
リアルタイムであることが，この成就感につながったものと考えられます。さらに，「もっと自
分たちのことを伝えたい」「相手のことを知りたい」という気持ちが授業の中で高められてきた
ことが強く感じらました。これらのことが，これからの外国語活動への学習意欲に強くつながる
と思われます。
　スカイプは，コンピュータにWeb カメラとマイクをつなぐだけで，教室の中に，世界の人々
を呼び込み，その方々とコミュニケーションをとることを可能にしてくれます。授業時間等の制
約は時差に依存しますが，ほぼ同じ経度の地点を結べば，時刻差は少なく，リアルタイムで交流
ができます。インターネット環境が変わり，以前に比べて，途切れることもない高品位の映像と
音声により，あたかも教室の一角に彼らがいるような授業が可能となりつつあります。そのため
にも，このような遠隔交流学習の効果的な活用法について，研究を進めていくことが，今，改め
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6て必要ではないかと考えています。
　今回は，秋田大学の佐々木雅子先生からオーストラリアの小学生を紹介していただきましたが，
学校独自で交流できる外国の学校を探すことは大変難しいことです。外国語活動の充実のために，
このような交流活動を継続していくことができるように，物的環境，人的環境の両面の整備と共
に，人的なネットワークが重要だと言えます。今後も，このような面の協力体制が拡大していく
ことを期待するところです。
　最後にあたり，総合情報処理センターからWeb カメラを貸与していただき，画質のよい映像
を送り出すことができ，本実践が効果的に行われたことを記して，感謝の意を表します。
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